
 

 

厚生労働大臣が定める院内掲示事項 
令和 8年 6月 1日現在 

 

入院基本料に関する事項  

当病棟では、1日に１２人以上の看護職員（看護師及び准看護師）と３人以上の看護補助者が勤務しています。 

なお、時間帯毎の配置は次のとおりです。 

・朝９時００分～夕方１７時００分まで、看護職員 1人当たりの受け持ち数は７人以内です。 

        〃              看護補助者 1人当たりの受け持ち数は４９人以内です。 

・夕方１７時００分～朝９時００分まで、看護職員 1人当たりの受け持ち数は２５人以内です。 

        〃              看護補助者１人当たりの受け持ち数は４９人以内です。 

 

近畿厚生局長への届出に関する事項  

1．当院は、次の施設基準に適合している旨の届出を行っています。 

 

障害者施設等入院基本料 特殊疾患入院施設管理加算 看護補助加算 

入院時食事療養/生活療養（Ⅰ） がん治療連携指導料 別添１の「第 14の２」の１の（２）に規定 

する在宅療養支援病院 在宅がん医療総合診療料 CT撮影及び MRI撮影 

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ） 運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 在宅時医学総合管理料及び 

施設入居時等医学総合管理料 ニコチン依存症管理料 機能強化加算 

診療録管理体制加算２ 胃瘻造設時嚥下機能評価加算 医科点数表第２章第１０部手術の 

通則の１６に掲げる手術 電子的診療情報連携体制整備加算２ 電子的診療情報連携体制整備加算３ 

地域支援・医薬品供給対応体制加算Ⅰ データ提出加算 継続的に賃上げに係る取り組みを実施 

している保険医療機関の基準 感染対策向上加算３ 二次性骨折予防継続管理料３ 

外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）の注５ 入院ベースアップ評価料５５  

在宅患者訪問診療料（Ⅰ）の注１３及び歯科訪問診療料の注２０に規定する在宅医療 DX情報活用加算 

 

2．当院は、入院時食事療養（Ⅰ）及び入院時生活療養（Ⅰ）の届出を行っており、管理栄養士又は栄養士によって管理された食事を適時

(夕食については午後 6時以降)、適温で提供しています。 

 

保険外負担に関する事項   

当院では、以下の項目について、その使用量、利用回数に応じた実費の負担をお願いしています。  

 

       
 

特別の療養環境の提供  下記の病室の利用を希望される場合は、別途室料が必要となります。 

病室番号 室料差額 ベッド数 

203号室 302号室 5,500円/1日 １床/１部屋 

 

なお、衛生材料等の治療(看護)行為及びそれに密接に関連した「サービス」や「物」についての費用の徴収や、「施設管理費」等の曖昧

な名目での費用の徴収は、一切認められていません。 

 


